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である。1927年の第 1 回から、2015年の第17回まで 5
年ごとに開催され、第 1 位受賞者だけ見ても、ポリーニ、
アルゲリッチ、ブーニンなど錚々たる世界的なピアニス






























































































































































1 人90点満点の 1 点刻みで採点し、最高点、最低点を
カットした平均を得点として（略）審査します。」とある。
さらに、氏名や学校名などもふせて評価する。また、音
楽大学などの実技試験では、ショパン・コンクールと同
じように自分の指導している学生の指導教員はその審査
に加わらないという決まりがあったりする。ほかにも、
管弦楽団員のオーディションでは、国内外問わずブライ
ンド審査を行うことが多い。
3	教員養成におけるピアノ実技
の評価の在り方
これまで述べてきた音楽演奏の評価についての問題点
は、高等教育の現場でも起きている。音楽系の大学だけ
ではない。本学のような初等教育や幼児教育など、教員
養成のための授業で演奏を評価する場合でも、同様の問
題が生じる。教員採用試験の実技試験などでも同様であ
る。これは、楽器初心者であろうが、経験者であろうが
変わらない。ここでは、「演奏会場および使用するピア
ノの違い」、「評価の高い演奏とは」、「指導者と審査員」
について、教員養成の演奏評価という視点から考えてみ
たい。
まず、演奏会場および使用するピアノの違いについて
である。使用するピアノはもちろん選べない。どのよう
なピアノでも力が発揮できるように、電子ピアノからグ
ランドピアノまで多くのピアノを体験させたい。さら
に、「手汗問題」（と筆者は呼んでいる）は、深刻である。
これまでレッスン中に、鍵盤にしたたり落ちる汗を何度
も見たことがある。彼らが練習するピアノは、共用であ
る。したがって、前の学生の汗がついた鍵盤を触ってし
まい、指がすべって弾けないということがよくある。こ
れは教員採用試験の現場でも当然起きているだろう。自
分の演奏前にハンカチで鍵盤をふくと、気持ちを落ち着
かせることにもつながるため、学生たちには今後もそれ
を指導していきたい。
次に教員養成において「評価の高い演奏」について考
えてみたい。初等教育や幼児教育の演奏を評価する上
で、音楽大学やコンクールと最も違う点は、芸術性は二
の次になりがちで技術点に比重が置かれることである。
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演奏専攻の学生は、ある程度の基礎ができていることが
前提である。しかし、教員養成の場においての演奏は、
まず技術である。芸術性も評価したいが、そもそも普段
からひとつの楽曲をじっくり勉強しその音楽表現を研究
するような授業を行うことが実質できていない。レパー
トリーを増やし、教育内容に応じてピアノを弾く技術を
身につけることを重要視する。そして、評価の観点が
「芸術性」よりも、子どもの実態に沿った演奏技術を身
につけたかどうかになってしまう。
最後に、「指導者と審査員」である。2（3）で述べた
ような、公正に評価するための工夫は、教員養成等のピ
アノ演奏を評価する場でも、配慮すべきである。筆者
が、過去に指導した保育者養成校におけるピアノ実技試
験でも、最高点と最低点をカットしたり、指導した学生
の評価は行わなかったりなどの工夫がなされていた。現
在、筆者の教職に関する授業「音楽」や「音楽実技」では、
TA含む指導者が複数人いる場合、特に担当の学生を決
めずに、全員で指導することにしている。そのことによ
り、学生の演奏上の課題やよく弾ける学生についての情
報も共有できる。もちろん、担当を決めた方が、個に応
じた指導ができるという利点もある。しかし、継続的な
努力や授業内での成長を評価する場合には、この方法が
妥当であると感じている。
4	おわりに
本論説は、ピアノ演奏の評価ついて、権威ある世界的
なショパン・コンクールから、国内コンクール、オーディ
ション、音楽大学の試験等、幅広くその実態について述
べた。そして、児童教育学科のような教員養成のピアノ
実技における学生たちの評価の在り方について考えた。
教員養成におけるピアノ実技の今後の課題は、音楽表
現における「芸術性」を育む指導方法や授業内容の工夫
である。前述のように、現在はその楽曲の持つ音楽性に
ついて、理解して表現する技術を育てるような指導がで
きていない。小学校で扱う「共通教材」、それに通じる唱
歌や日本歌曲・合唱曲は、歴史的にも芸術的にも価値の
あるものである。ただ弾いて歌うだけでなく、その歴史・
音楽性もしっかり学べるような授業を考えていきたい。
註　
（1） 2017年までシンクロナイズドスイミングと呼ばれていた。
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